
                       
 

【 1学期 終業式】 

今日で１学期が終了します。 

１学期は72日ありました。今、代表のお友達が「１学期に頑張ったこと」を発表してくれました

ね。自分の立てた「めあて」に向かって、一生懸命頑張り、それぞれ成長した様子がとってもよく

伝わってきました。みなさんの 72日間はどうでしたか。 

 ポプラっ子のみなさんは今日、通信票をもらいます。そこには１学期の学習や生活について、担

任の先生が見つけたみなさんの「よさ」や「がんばった」ことがたくさん表れています。自分の「が

んばったところ」は何なのか、楽しみにしてください。そして、これからも意識して、その「よさ」

を伸ばしていってください。 

さて今日は、みなさんに昔話をします。何のお話か分かるかな。 

 ……というお話です。 

もう分かりましたね。 

 このお話は「浦島太郎」です。 

校長先生は、このお話が子供の頃からずっと心に残っています。でも一つ分からないことがあり

ました。それはこのお話が一体何を伝えようとしたのか…ということです。たとえば 

① 「いじめられた人を助けるお話なのか」 

② 「人を助けるとお礼をしてもらえる話なのか」 

③ 「玉手箱は若者をお年寄りに変えてしまうお話なのか」 

など、いろいろ考えられます。でも、よいことをしたはずの浦島太郎が、なぜおじいさんになって

しまったのか、乙姫様はそんな玉手箱をどうして浦島太郎にあげたのか、ずっと不思議でたまらな

かったのです。この疑問はずっと心の奥で引っかかっていました。でも、あるとき「ああ、そうい

うことだったのか」と思ったんです。けれど、これは校長先生が考えただけで、正解かどうかは分

かりません。しかし、自分なりに答えが分かるというのはとてもすっきり！気持ちの良いことだと

思いました。 
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むかしむかし、ある一人の若者が浜辺を歩いていると子供たちがカメを 

いじめていました。それを見た若者はカメを助けてあげます。すると、 

そのカメがお礼に乙姫様がいる竜宮城まで若者を連れて行ってくれました。 

竜宮城ではタイやヒラメの踊りを見ながら、乙姫様が用意したごちそうを 

食べました。楽しい時間はあっという間に過ぎてしまい、乙姫様から玉手 

箱をもらって元の浜辺に帰ることになりました。浜辺に戻ってみると、 

そこはまるで様子が変わっていました。知っている人は一人もいなくなっていたのです。途方に

暮れた若者は、持っていた玉手箱を開けました。すると、中から白い煙が出てきて、その若者は、

あっという間におじいさんになってしまったとさ。 



このお話で伝えたかった事…校長先生が考えたのは…、 

だから、浦島太郎の昔話は、「人生はあっという間に過ぎてしまう。だから今という時間を大切

にしなさい」ということを伝えるお話なんだなと思ったんです。 

みなさん、楽しいことをしているときってあっという間に時間がたってしまいますよね。それと

同じです。夏休みだって、あっという間に終わってしまうかもしれません。それは楽しいからです。 

時間はどんどん過ぎていくものです。だから夏休みの大切な時間を自分やまわりの人たちのために

大切に使ってもらいたいと思います。 

夏休みが始まります。37日間の夏休み、事故やけがなく安全に過ごしましょう。また熱中症など

からも身を守り健康に気をつけてください。たくさんの思い出をつくってまた夏休み明けには豊田

南小に元気に登校してきてください。後から生徒指導の定野先生がお話してくださいます。よく聞

いてしっかり守りましょう。 

最後に、この写真、去年も見てもらいましたね。

これは校長先生が、学校へ来る途中に偶然出会った

鴨の親子です。鴨さんたちも横断歩道をちゃーんと

１列で渡っています。ポプラっ子のみなさんも夏休

み、鴨さんのようにルールを守って夏休みを過ごし

ましょう。 

それでは、２学期の始業式で、ポプラっ子全員が元気な姿を見せてくれることを、心から待って

います。これでお話を終わります 

 

【 れんらく】 

１ 夏休み期間中の連絡は、コドモンではなく、直接学校にお電話ください。 

電話受付時間 平日8：00～16：30   電話番号 ３２－５２７３ 

２ 学校の様子は、ホームページでも紹介しています。 

https://toyodaminami-e.city-iwata.ed.jp 

３ １学期、保護者の皆様には、多大なる御理解と御協力をいただき、ありがとうございました。 

  ２学期もよろしくお願いいたします。 

 

 

校長先生は、学校の先生になって実に 37年の月日が流れました。その 37年間は今振り返ると

一瞬のできごとのように感じます。まるで浦島太郎のような気持ちです。校長先生は今ではこん

なに歳をとってしまいましたが、校長先生だって昔は、こちらの先生方のようにそれはそれは若

くて元気いっぱい。歳をとることなんて考えたこともありませんでした。 

しかし、こうやって振り返ってみると、 「時間というのはあっという間に過ぎてしまう」とい

うことを身をもって感じさせられたんです。歳をとって校長先生は思います。長いように思える

人生も「振り返ってみるとあっという間に過ぎてしまう」ものなんだと。 

https://toyodaminami-e.city-iwata.ed.jp/

